
科目区分：初等教育コース（教職科目）・教育課程及び指導法に関する科目

授業科目名：初等音楽科教育法

初等音楽科教育法

音楽教育講座：楠 俊明

１．授業の目的

音楽教育の歩み、目的、内容、学習材、学 授業１５時間のスケジュール

びの在り方等について、基礎的な知識を得る

ことによって、学校教育における音楽科教育 ① ガイダンス 班分け

の位置づけや意義について理解する。さらに、 ② 学習指導要領、指導案、題材

小学校の音楽の授業を展開するための基礎的 ③ 小学校での経験から 題材と教材、

な知識・技法を身につける。 共通教材

④ 授業の作り方（年間計画、構成、材

２．授業の到達目標 応用）５分間授業

○ 音楽教育の意義・目的・内容・学習材・ ⑤ 表現（歌唱、器楽、音楽作り）、

学びの在り方等の基礎的知識を説明できる。 鑑賞の内容 ５分間授業

○ 音楽科の授業づくりにおける学習材研究 ⑥ 教材研究 ５分間授業

を行うことができる。 ⑦～⑫模擬授業（１２回、グループで）

○ 実際に音楽の授業づくりができる。 ⑬ 模擬授業の振り返り 歌の発表会

５分間授業

３．授業の位置づけ ⑭ 試験

初等音楽科教育法は３回生小サブコースと ⑮ 考察、まとめ

副免を取るための学生約１６０名の受講生で

ある。多くの学生がこの授業後、附属小学校

の教育実習に参加するため、そこで実施され ４．指導のポイントと実際

る活動ができるように学生に呼びかけて授業 全員で授業のはじめに歌う楽曲は、共通教

を開始した。音楽の実習で行われるのは、主 材を筆頭に小学校で歌われている今月の歌、

に次の３つの活動である。①～③のことがで 学生の歌唱力を伸ばせるようなバラード等、

きるようになることを念頭に置きながら、授 様々なジャンルの曲を選択した。響く声を指

業を進めた。 導するために、呼吸方法、声の響かせ方、声

① 子どもの前での独唱 帯の在り方等を考えさせながら、曲の歌い方

② 自分のクラスでの５分間授業 を指導した。特に、子どもたちの前で歌うに

③ 音楽の授業参観と音楽の実習授業 は自分が子どもに心を開かなければならない

①は必ず授業の始まりには全員で合唱させ、 ことを大切にさせ、仲間に心を開いてたっぷ

よく響く声を考えさせながら、その指導方法 りと歌うことに重点を置いて指導を進めた。

を学ばせる。歌うことに楽しさを感じられる 初めは恥ずかしがって歌っていた学生も少し

ように授業を進める。②は必ず全員が５分間 ずつ心を開くようになり、次第に歌声がしっ

授業の事前経験ができるようにグループで企 かりと響くようになっていた。

画・実践を行わせ、その方法を考えさせる。 １６０人全員を教壇に立たせて、一人ずつ

伴奏の在り方、歌声や曲の仕上げ方や指導方 指導方法を指導していくことは困難である。

法を考えさせる。③は学習指導要領や教材研 そのために、４人グループを作り、グループ

究等の理論学習をもとに、指導案の書き方を で５分間授業か３０分の各学年の模擬授業を

理解させる。代表グループに各学年の模擬授 行わせることにした。１２グループは第１学

業を実践させ、その授業研究を行わせる。授 年～第６学年の模擬授業、残りのグループは

業のスケジュールは次の通りである。 ５分間授業を実践させることにした。次のよ



うに、グループ編成し、授業計画を立てた。 こうした指導案の修正を促しながら、授業

の展開方法や教材選択、子どもを生かす指導

の在り方等について考えさせ授業研究を進め

た。

特に、１２回の模擬授業では授業研究におけ

る意見が次第に深まり、指導しようと思って

いた内容が回数を重ねるごとに学生から次々

と出されるようになった。学生は、よりよい

授業の在り方を次第に学んでいけるようにな

ったのである。また、次のような子どもの発

達特性も考えさせたため、そのことを大切に

しながら授業を企画していくことができてい

た。

１年生 楽しく身体全体を使って

元気いっぱい 歌が大好き

２年生 楽しく少しずつ味わいを表現へ

音楽によって何かを表現する

３年生 楽しさの中に美しさを発見

音楽とイメージリズムメロディー

４年生 楽しく他者との重なり

みんなと歌って重なりを楽しむ

５年生 音楽の面白さ味わいを

全てのグループに模擬授業及び５分間授業 共通教材の学習が他につながる

を企画させ、４人で協力して授業を進めるよ ６年生 音楽の広がり深まり

うに考えさせた。進行役、伴奏役、歌声役、 中学校０年生

まとめ役等色々と分担して授業に臨むことが 音楽としての成長を体感

できていた。５分間授業では次の項目に重点

を置いて指導した。 この発達特性を実感させるために、音楽の

教科書を全員に持たせて授業を進めた。学生

○ 実習では、伴奏も歌も進行も一人で行 たちは、教科書の楽曲やその内容の在り方を

うため、その対応を考えること。 熟慮しながら特性を考えていくことができて

○ 歌わせる→指導する→歌わせるの５分 いた。特に、自分たちが経験した楽曲とそう

間で表現が変化するよう工夫すること。 ではない曲、既習教材ではあるがその内容を

○ 指導の目標を一つに決めて、５分間で 熟読してより納得した曲、様々なカラー刷り

楽しくポイントがわかるように指導する の工夫がある曲等、教科書の多角的な内容を

こと。 考える材料となったのである。

多くの学生たちは、授業の在り方を学びと

模擬授業では、指導案の書き方を大切にさ ることができたようであるが、そのために必

せるため、その書き方や内容を全ての指導案 要になる技能の修得ができていないことが多

の指導を次のように行った。 かった。ピアノ伴奏の在り方、ピアノを弾き

ながらの指導方法、歌い方の指導方法、音符

○ 題材と目標や教材の関係性 の読み方等、この授業だけでは対応すること

○ ３つの指導観の整合性と流れ のできないことが多かった。２回生で開講さ

○ 指導の工夫の書き方 れる「初等音楽」の授業との関連をさらに図

○ 展開のアイデアの是非 っていかなければならない。

○ 評価の在り方



５．授業アンケート

学生のうち約８割が自分なりのポイントで ○この授業で一番身に付いたことは、授業全体を

理解できたとアンケートの回答があった。そ 通して目的意識を大切にすることです。何のために

の一部を記載する。 その活動をする必要があって、それがどう生きてくるの

か、子どもにとってどんな意味があるのか考えることが

○児童にやせるのではなく、児童と一緒に児童の とても大切だと思いました。しかし、目的意識を大切

気づきから授業をつくるようにすれば、楽しく面白い にしようと思っても、音楽的な知識に乏しいので自

授業ができ、技術も自然と身に付くと言うことがよく 分のものにできるよう頑張りたいです。

わかった。 ○強弱、音程、リズム等、音楽を形づくる要素、特

○子どもを中心とした指導案の書き方が一番身に 徴付ける要素を題材、授業の中で、指導したり構

付いたと思います。音楽科に関しては、まだまだ勉 成したりする力が身に付いた思います。模擬授業で

強不足な点が多いため、努力したいと思います。ま これらの力を考えることができたと思います。

た、多くの模擬授業を実際に受けられたことも貴重 ○音楽はただ教えるのではなく、普段の生活の中か

な経験になりました。 ら楽しみながら教える必要があると知ることができた。

○ピアノを演奏しながら、子どもたちの様子を観察 また、その具体的な方法を考えることができたと思う。

し、授業を展開していくことの大切さ、授業にもテン それを９月の実習で生かしたいと思う。

ポがあると思った。子どもの声や反応をきいて、それを ○授業で一番身に付いたことは、色々な音楽を聴

基に授業を進めていくことの大切さがわかった。子ど いたり、歌ったりする中で、それらが子どもたちにどのよ

もに伝えるときのわかりやすい指示出し等をもっと学 うな力を付けることになるのか意識するようになったこ

びたいと思った。 とである。これからも色々な音楽に触れ、子どもたち

○この授業で音楽のどんな授業をするべきかという が楽しいと思える授業について考えていきたい。

考え方が身に付いた。音楽の授業は楽しいというこ ○もっと身に付けたいと思ったことは、歌唱指導で

とが大切で、楽しいからこそ子どもはもっとうたいたくな す。先生が発声についての知識を持っていないと、

ったり、表現したくなったりするのだということを感じた。 子どもたちの持っている可能性を引き出すことは難し

そして、授業の中心は教師ではなく「子ども」で、子 いなと思いました。自分の課題にたくさん気付いた授

どもの意見を生かして授業することの大切さを学ぶ 業でした。

ことができた。子どもの前で堂々と授業ができるよう、 ○子どもたちが楽しみながら学べるような授業づくり

歌やピアノの力を身に付け、授業する自信を付けて についての知識が身に付いた。しかし、実際に５分

いきたい。 間授業をしてみると思うように指示が伝わらず、混

○授業の中で一番身に付いたことは、自分が一番 乱してしまったため、もっとわかりやすい伝え方につい

に音楽の授業を楽しむということです。先生の姿勢 て学びたいと感じた。また、ピアノで子どもたちをリード

や感情が全て影響することが小学校だと思います。 できるよう、その技術も身に付けたいと思った。

まずは、自分が楽しむ気持ちを持ち続けたいです。

また、もっとピアノをしっかりと弾ける力、子どもを引き 前述したように、音楽の授業づくりの理解

寄せられる力を身に付けたいです。 度は高まったようであるが、それを生かす技

○中学校の授業よりも、いかに楽しく授業を作るか 術不足を感じており、それらを学んでいきた

に重点をおいて考えられるようになった。もちろん、技 いと考えている学生が多いことがよくわかっ

術的なことも必要だが、児童の興味を引きつける大 た。

事さに気付いた。教材ごとのつながりや教材の価値

など、教材研究をしっかりとしていきたい。 ６．地域社会を核とした教育と研究のつなが

○最も身に付いたことは、各学年によって教えなけ り

ればならないことをどのように工夫して教えることがで 前期のこの授業を終えて、多くの学生は附

きるか、そのための様々な工夫を考えることだと思う。 属小学校の実習に参加する。学生たちは一人

子どもの反応から授業をつくるという、臨機応変な 一人が５分間授業を実施し、子どもたちの前

力を身に付けたいと思う。 で校歌を独唱する。附属の音楽の先生からの

○音楽の導入の仕方が身に付いた。５分間授業 情報では、なんとか全員がその活動を成し遂

を通して子どもたちを引きつける大事さに気付いた。 げることができたようである。学生一人一人

がこの授業の経験を生かすことができたとい



うことである。 ７．終わりに

さらに、この授業の学びを生かして実習に 本授業では、学習指導要領が目標とする「生

臨んだことの現れは実習授業の選択にもあっ 活や社会の中の音や音楽と豊かに関わる資質

た。多くの学生が音楽の実習授業をとったこ ・能力」について様々な例を挙げて考えさせ

とである。本年度、音楽を主に卒業研究を予 た。授業だけでなく、音楽室から出ていった

定している学生 2 名は音楽の授業を必ず行う 音楽の活動が自然で活動的であることが望ま

が、今年はこれまでよりも音楽を卒業研究に しいことも確認した。その学びを学生たちは

していない学生の音楽実習が多かったのであ 実践したのである。それは、全校での離任式

る。 のことである。各クラスでのお別れ会では毎

わたくしも、その一部を参観したが、子ど 年それぞれが出し物やお別れの歌等を披露す

もたちの課題意識を大切にしながら授業を展 るのであるが、今年、全校での体育館での離

開していた。音楽的な技能は十分満足できる 任式で学生たちは合唱を披露したのである。

とは言い難いが、指導案をしっかりと仕上げ、 その内容は、学生からのお別れの言葉の後

子どもの反応を大切にしながら、実習授業を に実習生全員での合唱である。指揮もピアノ

行っていた。子どものたちの表情も良好であ も自分たちで企画して、感動的な一時をつく

った。この「初等音楽科教育法」の学びが大 り出していた。歌った曲は「友よ」である。

きく関与したことは間違いない。多くの学生 多くの学生が目を真っ赤にしながら、子ども

に音楽の授業を指導する面白さや楽しさをよ たちの前で自分の身体を精一杯使って合唱し

り体感できるようなこの授業の在り方を工夫 ていた。本当に素敵な歌声であった。

していかなければならない。




